
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発責 組織情宣部 

2024年３月６日 №749 

  ２０２４春闘・第２回団体交渉④（３月５日） 

「退職金が下がるのは事実」と認めた 

「第二基本給」は即刻廃止を！ 

＜東日本ユニオンの主張＞ 

・すでに使命と目的を終えている「第二基本給」は即刻廃

止することを求める。 

・これまでも「問題意識を持っている」と繰り返し回答し

ているが、廃止に向けた具体的なスケジュールを示すべ

きである。 

・ＪＲ東日本発足以降に入社した社員は「第二基本給」を

理解できていない。 

＜経営側の主張＞ 

・課題はあると認識しているが、廃止すれば人件費が増額

となる。回答ではないが、現行で妥当と認識している。 

・「第二基本給」によって退職手当額が下がるのは事実であ

る。会社として勉強しているところである。 

・社員は「第二基本給」があることを前提に入社している。 
 

 

社員が損する「第二基本給」の廃止を実現しよう 


